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令和７年度大分市決算に係る健全化判断比率 

及 び 資 金 不 足 比 率 の 審 査 意 見 に つ い て 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項

の規定により審査に付された令和７年度大分市決算に係る健全化判断比率及び

資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類を審査したので、

その結果について次のとおり意見を提出します。 

 

 

 

 

 

 

写 
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令和７年度大分市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率審査意見 
 

 

第１ 審査の対象 

  令和 7 年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎と

なる事項を記載した書類 
 

第２ 審査の期間及び実施場所 

  令和 8 年 7 月 16 日から同年 8 月 7 日まで 

  事務事業執行庁舎等 
 

第３ 審査の方法 

審査に当たっては、監査基準に準拠し、市長から審査に付された健全化判断比率

及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類が地方公共団体

の財政の健全化に関する法律その他の関係法令（以下「関係法令」という。）に基づ

き算定され、適正に作成されているかを確認するとともに、関係職員に説明を求め

計数の分析を行い審査した。 
 

第４ 審査の着眼点 

・ 法令等に照らし財政指標の算出過程に誤りがないか。 

・ 法令等に基づき適切な算定要素が財政指標の計算に用いられているか。 

・ 財政指標の算定の基礎となった書類等が適正に作成されているか。  

・ 客観的事実の妥当性を判断した上で財政指標の算定を行う場合において、 

公正な判断が行われているか。 

 

第５ 審査の結果 

  健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書

類は、前記の第１から第４までの記載事項のとおり審査した限り、関係法令に基づ

き算定され、かつ、適正に作成されており、その比率は早期健全化基準及び経営健

全化基準を下回っており、いずれも健全性を確保していると認めた。今後も引き続

き財政及び経営の健全性確保に努められたい。 

  健全化判断比率及び資金不足比率の状況は、次のとおりである。 

 

１ 健全化判断比率 

                           （ 単位: ％、ポイント） 

健全化判断比率 令和７年度 令和６年度 対前年度増減 早期健全化基準 

(1) 実 質 赤 字 比 率 － － －    11.25 

(2) 連結実質赤字比率 － － －    16.25 

(3) 実質公債費比率 5.6 6.0 △ 0.4    25.0 

(4) 将 来 負 担 比 率 42.2 45.7 △ 3.5    350 .0 

  備 考  １ 表中「－」は、当該比率がない（赤字額がない）ことを示す。 

        ２ 各指標の説明は、別紙のとおりである。 
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(1) 実質赤字比率について 

 

前年度に引き続き実質赤字額がないため実質赤字比率はなかった。 

 

  (2) 連結実質赤字比率について 

 

前年度に引き続き連結実質赤字額がないため連結実質赤字比率はなかった。 

   

(3) 実質公債費比率について 

 

実質公債費比率は 5.6％で、早期健全化基準（25％）を下回っていた。 

 

  (4) 将来負担比率について 

 

将来負担比率は 42.2％で、早期健全化基準（350％）を下回っていた。 

 

 

２ 資金不足比率 

                           （ 単位：％、ポイント） 

資金不足比率 令和７年度 令和６年度 対前年度増減 経営健全化基準 

(1) 水道事業会計 － － － 20  

(2) 公共下水道事業会計 － － － 20  

(3) 公設地方卸売市場 

事業特別会計 
－ － － 20  

  備 考  １ 表中「－」は、当該比率がない（資金の不足額がない）ことを示す。 

        ２ 各指標の説明は、別紙のとおりである。 

 

   すべての公営企業会計において、前年度に引き続き資金の不足額がないため資金

不足比率はなかった。 
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（別紙） 

健全化判断比率及び資金不足比率の算定対象となる会計等の範囲 

会 計 名 等

 一般会計

 国民健康保険特別会計

 介護保険特別会計

 後期高齢者医療特別会計

 水道事業会計

 公共下水道事業会計

 大分県市町村会館管理組合

 大分県後期高齢者医療広域連合

注） １

２

３

一 部 事 務 組 合 ・
広 域 連 合

地 方 公 社 ・
第 三 セ ク タ ー 等

財産区特別会計は健全化判断比率等の算定対象に含まれない。

資金不足比率については、公営企業会計ごとに算定される。

法適用とは、地方公営企業法を全部又は一部適用する公営企業であり、法非適用とは、法適用以外の公営企業を
いう。

 大分県信用保証協会

区　　分 健 全 化 判 断 比 率 等 の 対 象

一

般

会

計

等

一般会計等
に 属 す る
特 別 会 計

公

営

事

業

会

計

公
営
企
業
会
計

法
適
用

法
非
適
用

 

 土地取得特別会計

 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

 横尾土地区画整理清算事業特別会計

 公設地方卸売市場事業特別会計

実

質

赤

字

比

率

連

結

実

質

赤

字

比

率

実

質

公

債

費

比

率

将

来

負

担

比

率

資

金

不

足

比

率
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率について 

 

(1) 実質赤字比率 

 

①趣 旨  …  一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率 

 

②算 式  …  実質赤字比率 ＝                       × 100 

 

                  ＝  △3.83％ （算定値） 

 

 

               ⇒  実質赤字比率（赤字額）はない。 

 

 

[実質赤字額]

　ア　実質収支 （単位：千円）

金　　額

4,275,503

土地取得特別会計 0

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 0

横尾土地区画整理清算事業特別会計 0

4,275,503

※ 実質収支が黒字の場合は正数、赤字の場合は負数（△）で表示する。

　イ　実質赤字額

△ 4,275,503実質赤字額

会　　計　　名

一般会計

一般会計等に属する
特別会計

合　　　計

 

  一般会計等の実質赤字額（△4,275,503） 

     標準財政規模     （111,358,620） 
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(2) 連結実質赤字比率 

 

①趣 旨  … 全会計（財産区特別会計を除く。）を対象とした実質赤字額及び資金の不足額の標準

財政規模に対する比率 

 

②算 式  … 連結実質赤字比率 ＝                   × 100   

 

                   ＝  △17.97％ （算定値） 

 

 

                ⇒  連結実質赤字比率（赤字額）はない。 

 

 

[連結実質赤字額]

　ア　実質収支又は資金の不足・剰余額 （単位：千円）

金　　額

4,275,503

国民健康保険特別会計 1,638,515

介護保険特別会計 47,195

後期高齢者医療特別会計 43,779

水道事業会計 11,394,750

公共下水道事業会計 2,228,817

公設地方卸売市場事業特別会計 388,409

20,016,968

　イ　連結実質赤字額

△ 20,016,968連結実質赤字額

会　　計　　名

一般会計等

合　　　計

公営事業会計

公営企業会計

※ 実質収支が黒字又は資金剰余の場合は正数、実質収支が赤字又は資金不足の
　 場合は負数（△）で表示する。

 

     

   連結実質赤字額（△20,016,968）  

  
標準財政規模  （111,358,620） 
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×100 

 

 

(3) 実質公債費比率 

 

①趣 旨  … 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額

（※）に対する比率 

 

        ※ 標準財政規模から元利償還金等に係る基準財政需要額算入額を控除した額 

     （将来負担比率において同じ） 

 

②算 式  … 実質公債費比率 ＝ 

（元利償還金 A＋準元利償還金 B）－（特定財源 C＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 D）    
      

標準財政規模 E －  元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 D  

 

 ＝                      ×         ×100  

 

 ＝         × 100 ＝   5.54201  

                         

 

 

  (注) 実質公債費比率は、３カ年平均値として算出される。 

 

 

 

 

   ＝   5.6％   ⇒  早期健全化基準（25％）を下回っている。 

 

[実質公債費比率算定内訳] （単位：千円）

金　　額

（Ａ） 18,671,191

（Ｂ） 2,622,295

（Ｃ） 4,353,019

（Ｄ） 11,400,784

（Ｅ） 111,358,620

分子 （Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ） 5,539,683

分母 Ｅ－Ｄ 99,957,836

標準財政規模

項　　　　　目

特定財源

地方債の元利償還金

準元利償還金

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

 

   令和７年度（5.54201）＋令和６年度（5.74385）＋令和５年度（5.68376）   

                            
 3 

 

･･･令和７年度（単年度）実質公債費比率 

  (18,671,191＋2,622,295) － (4,353,019＋11,400,784)  

           
111,358,620 － 11,400,784 

  5,539,683  
99,957,836 
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×100 

 

 

(4) 将来負担比率 

 

①趣 旨  … 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額（※）に対

する比率 

 

②算 式  … 将来負担比率 ＝  

  将来負担額 A－(充当可能基金額 B＋特定財源見込額 C＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 D）  

          
  標準財政規模 E－ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 F 

 

 ＝                                       × 100   

                        

 

 ＝         × 100  ＝  42.2％  ⇒   早期健全化基準（350％）を下回っている。 

                

[将来負担比率算定内訳] （単位：千円）

地方債現在高 167,399,463

債務負担行為に基づく支出予定額 2,703,213

公営企業債等繰入見込額 42,678,153

組合負担等見込額 0

退職手当負担見込額 24,989,463

設立法人の負債額等負担見込額 0

連結実質赤字額 0

組合連結実質赤字額負担見込額 0

充当可能基金額 （Ｂ） 24,039,792

特定財源見込額 （Ｃ） 42,073,558 195,496,125

地方債現在高等に係る基準財政需
要額算入見込額

（Ｄ） 129,382,775

（Ｅ）

（Ｆ）

分子 Ａ－（Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

分母 Ｅ－Ｆ

42,274,167

99,957,836

将来負担額
  （Ａ）

111,358,620

11,400,784

標準財政規模

項　　　　　目

237,770,292

金　　　額

充当可能財源
等

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要
額算入額

 

    237,770,292－（24,039,792＋42,073,558＋129,382,775）   

              
111,358,620 － 11,400,784 

 

  42,274,167  
99,957,836 

 



- 8 - 
 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率について 

 

①趣 旨 … 公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率 

 
                  資金の不足額 
②算 式 … 資金不足比率 ＝              × 100 
                  事 業 の 規 模 

 

   ※ 資金の不足額 … 一般会計等の実質赤字に相当するものとして、公営企業会計ごとに 

            算定した額 

 

    ・地方公営企業法適用企業の場合 

      資金の不足額＝（流動負債 A－控除企業債等 B）＋建設改良費等以外の経費の財

源に充てるために起こした地方債の現在高 C－（流動資産 D－控

除財源等 E） 

 

    ・地方公営企業法非適用企業の場合 

      資金の不足額＝歳出額 A＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こし

た地方債の現在高 B－（歳入額 C－翌年度に繰り越すべき財源 D） 

 

   ※ 事 業 の 規 模 … 料金収入など主たる営業活動から生じる収益等に相当する額 

 

    ・地方公営企業法適用企業の場合 

      事業の規模 ＝ 営業収益の額 F － 受託工事収益の額 G 

 

    ・地方公営企業法非適用企業の場合 

      事業の規模 ＝ 営業収益に相当する収入額E － 受託工事収益に相当する収入額F 
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[水道事業会計] …地方公営企業法適用企業 

 

資金不足比率 ＝                 × 100   

 

             ＝  △141.8％ （算定値） 

 

            ⇒  資金不足比率（資金の不足額）はない。 

 

ア　資金の不足額 （単位：千円）

流動負債
Ａ

控除企業債等
Ｂ

算入地方債の
現在高　　Ｃ

流動資産
Ｄ

控除財源等
Ｅ

3,863,679 1,679,786 0 13,578,643 0

イ　事業の規模 （単位：千円）

資金の不足額
(A－B)＋C－(D－E)

△ 11,394,750

受託工事収益の額
Ｇ

営業収益の額
Ｆ

08,032,502

事業の規模
Ｆ－Ｇ

8,032,502
 

 

 

 

[公共下水道事業会計] …地方公営企業法適用企業 

 

資金不足比率 ＝                 × 100   

 

             ＝  △28.8％  （算定値） 

 

            ⇒  資金不足比率（資金の不足額）はない。 

ア　資金の不足額 （単位：千円）

流動負債
Ａ

控除企業債等
Ｂ

算入地方債の
現在高　　Ｃ

流動資産
Ｄ

控除財源等
Ｅ

7,474,496 5,149,738 0 4,553,575 0

イ　事業の規模 （単位：千円）

資金の不足額
(A－B)＋C－(D－E)

△ 2,228,817

受託工事収益の額
Ｇ

営業収益の額
Ｆ

07,723,419

事業の規模
Ｆ－Ｇ

7,723,419

   資金の不足額（△11,394,750）  

 
事 業 の 規 模   （8,032,502） 

 

   資金の不足額（△2,228,817）  

 
事 業 の 規 模  （7,723,419） 
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[公設地方卸売市場事業特別会計] …地方公営企業法非適用企業 

 

資金不足比率 ＝                × 100   

 

             ＝  △153.9％ （算定値） 

     

            ⇒  資金不足比率（資金の不足額）はない。 

ア　資金の不足額 （単位：千円）

歳出額
Ａ

算入地方債の
現在高　　Ｂ

歳入額
Ｃ

翌年度に繰り越
すべき財源　Ｄ

資金の不足額
Ａ＋Ｂ－(Ｃ－Ｄ)

277,695 0 666,104 0 △ 388,409

イ　事業の規模 （単位：千円）

事業の規模
Ｅ－Ｆ

252,273

受託工事収益に相当する
収入の額            Ｆ

営業収益に相当する
収入の額        Ｅ

0252,273
 

 

 

 

   資金の不足額（△388,409）  

 
事 業 の 規 模  （252,273） 

 


